
はじめに

奈良国立文化財研究所は考古，歴史.建築，保存科学，百hJ!iJなど多くの部門の専門家が総合，

または分野別に広く文化財の訓資・研究.公|封印~:及活動を進めている。 本年報は 1987年度に行

った当研究所の各部門ごとの事業の概要弘 前i略に紹介するものである。

飛.13藤原宮跡発掘調査官11では音1¥iiIJ設以来の念願であった新庁舎の建設が始まり， 研究活動の

恒久的な拠点がようやく姿をみせようとしているが，須弥山石，石人{象の出土で知られる石神

遺跡の調査は次数を加えて今年度も引き続いて実施されており，斉IJf.Jl:VJの広大な遺構の全容が

解明されつつある。また飛鳥地域ではこれまで笑態の知られていなかった奥山久米寺でかなり

の規般の調査区を発掘する機会があり，当寺が塔 ・金堂の南北に辿なる四天王寺式もしく は.

山田寺式の伽藍配置を持つことが， 遺構の上から硲認された。藤原宮では，東方官街地区の調

査が進み，初めて一つの官術の規模を推定するに至っている。

平i成宮では，兵部省，造j酉司などの訓査が進み，従来の官f[lf配位の推定が裏づけられ，具体

的な様相のわかる役所の数が幣加しつつある。平城京については左京三条二坊ー ・二 ・七 ・八

坪の4町を占める大規模な邸宅の全容が浮びあがり，この宅地の主が奈良時代の初めに椛勢並

びない地位にありながら，藤原氏の反!惑をかつて悲劇的な最WJを迎えた長屋王であったことが

確認された。さらに続行されたllJ(近の訓査では三万点にのぼる膨大なi止の木簡jが出土し，奈良

時代の大貴族の日常生活の細部など続日本紀の記述を舗なうi'{重な資料を提供することになっ

た。また，左京二条二坊十四坪の発掘では平城京JUJの追桃の下層から， IEI石器時代の石器昨が

発見され，平城京以前のこの地の遥かな鹿史に思いがけない光をなげかけている。

そのほか古文性，町_;it庭|到などの捌売や法隆寺昭和1il刻版|刻述の訓査のー告11を収録したが，

このような調査研究活動のほとんどは，単年J3rで完結するものではなく ，まとまった成梨とし

て発表されるまでには，更に日l時を要する作21住の積重ねの一区切りというべきものである。

飛鳥資料館では春と秋に「万諜の衣食住j，r壬IPの乱」の二つの特別展を行ない，学問的な

成果を出来るだけ理解しやすいイメージにまとめるという，これまでにない試みを行なって好

評を待た。

研究所をとりまく諸環境がー府きびしさを地す状況の中で，所員一同が日頃進めている研究，

調査，公|郊の事業の一端を本年報によって御理解いただくとともに，今後とも各方面の御支援

と御鞭J遣をお願いする次第である。
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